
ただみの文化遺産

た か ら モ
ノ発見！

第７回

室町時代のモモヒキ
　今見かけるモモヒキ（股引）は、お祭りで神

みこし

輿をかつぐ
若い衆が履

は

いているものです。足に木
も

綿
めん

の布地がピチピ
チにくっついている下

か

衣
い

で、もとは仕事着でした。モモ
ヒキは、布地が密着しているので足さばきがよく、水田
作業にはその機能を発揮します。すねに付ける脚

きゃ

絆
はん

をハ

民具のモモヒキ
　写真２・３は、国指定民具のモモヒキで、２００２年

（平成１４）に只見町大倉の飯塚勇さんから寄贈された男
物です。妻の飯塚カツミ
さんが、昭和１０年代
（１9３５～１9４４）に
木綿と真

さなだ

田紐
ひも

で作った仕
事着です。ヒドロッ田
（ヒ

泥

ジド
泥

ロ田、湿田）で田
植えや草取りに入るとき
に使いました。

　股
また

割
わ

れになった両股
また

分
離式の下衣で、ズボンと
はずいぶん違います。
　モモヒキは、胴を締

し

め
る腰紐に、二本の筒形の
布を縫いつけて作ります。

バキといい、すねから股
もも

まであるハバキがモモハ
バキとなり、発音が変化
してモモヒキになったと
いわれます。写真１は室
町時代の馬曳

ひ

きがモモヒ
キをはいている図（『慕

ぼ

帰
き

絵
え

詞
ことば

』巻７、１５世紀）
です。股

もも

に密着したモモ
ヒキをはいて、すねにハ
バキを着けています。

　履き方は、①モモヒキの前側が正面になるように持っ
て両足を通し、股

また

の部分を股
こ

間
かん

に引っぱります。②右側
の前布で尻をつつみ、右の腰紐を後ろにまわして、左側
に持っていき左手で持ちます。③右手は、股間にある股
割れの穴に入れて、モモヒキの上から左手で持つ腰紐を
つかみ、股間の穴から抜きます。④左手は、左側の前布
で尻をつつみ、左の腰紐を右側に持っていき、右脇で左
右の腰紐を結びます。

江戸時代のモモヒキ注文図
　写真４の「股

もも

引
ひき

寸法図」（「医
い

家
か

原田家書籍文書」只見
町教育委員会蔵）は、只見町
黒谷の医家原田家に伝来した
文書です。原田家は江戸時代
の村

そん

医
い

で、５代目の原田玄
げん

節
せつ

（１７５１～１8２４）の筆跡
と推定されます。年代は書か
れていませんが、没年の文政
七年（１8２４）が下限です。
全体の長さと足まわりについ
て、裾

すそ

口
ぐち

のくじらさし※寸法
を㎝に換算してみます。

「股引寸法」「長
（たけ）

弐
（二）

尺弐寸（83.4㎝）　地こ
（紺）

んなり　色う
ら浅き

（黄）

ニ而
（て）

」
（太

ふと

股
もも

）「此
（このところ）

所一尺弐寸（45.5㎝）まわり　くじらさし」
（膝

ひざ

下
した

）「此所九寸三歩
（ぶ）

（35.3㎝）まわり　くじらさし」
（ 踝

くるぶし

）「此所五寸五歩（20.9㎝）まわり　くじらさし」
　これは、くるぶしは細く、そこから上に行くにしたが
って太く作ってほしいというモモヒキの注文図です。表
地は紺色で裏地は浅

あさ

黄
ぎ

色
いろ

の袷
あわせ

の、モモヒキです。裾口を
比べると、原田玄節のは約２１㎝で、１７㎝の民具（写
真１）よりはゆったりとしています。たけは、玄節のは
8３㎝、民具は88㎝で、玄節は現代人より小

こ

柄
がら

だった
ようです。
　約8０年前の民具のモモヒキが、江戸時代の寸法図に
つながり、室町時代にまでさかのぼっていきます。
※くじらさしは裁縫用の物差し。尺貫法（１尺：30.3㎝）の１尺2寸
5歩（37.9㎝）がくじらさしの１尺。

文：久野俊彦
民具写真：原永円香

▲写真１　室町時代のモモヒキ（『慕帰
絵詞』西本願寺蔵、出典『続日本の
絵巻9』中央公論社）

▲写真2　モモヒキ（9-211）

▲写真4「股引寸法図」（医家原
田家典籍文書）

▲写真3　モモヒキ（9-211）実測図

仕事着のモモヒキ
国指定民具と江戸時代の寸法図
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奥会津文化施設間連携企画展「奥会津の縄文」
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